
 

 

 

 

 

 

 

洗浄水量が 6L 以下の便器（以下「節水便器」という）出荷台数が、累計で 710 万台を突

破  しました。 

 

近年、急速に普及している節水便器ですが、日本衛生設備機器工業会がこのたび実施した

節水便器の出荷統計調査によると、本年 4 月末の累計出荷台数が 711 万台となることが判

明しました。日本衛生設備機器工業会では、市場に約 7,101 万台のトイレが存在すると推

計しており、一般的な便器の取換期間を勘案すると、節水便器の普及は 4 月末時点でシェ

ア 10％を超える こととなります。 

 

最新の洗浄水量 6L 以下の節水便器と従来の洗浄水量 13L の便器を比較した場合、50％以

上の節水効果があります。洗浄水量を抑えることで、「節水」→「節電」→「CO2 削減」

と繋がり、省エネ効果が図れます。また、日本の住宅用トイレすべてが節水型（6㍑以下）に

置き換わった場合、１年で約 6憶 2,500万㎥もの節水（東京ドーム 504杯分）が実現でき、CO2

も年間で約 37万 tの削減となります。 

 

節水型トイレの普及は、低炭素社会実現にも大きく貢献します。 

＜参考１：節水量・CO2 削減量 試算方法＞ 

（1） 水洗便器の市場ストック台数：約 7,101 万台 

（2） 水洗便器使用人数：約 11,359 万人 

（3）1 日 1 人当たりのトイレで使う水量： 

6 ㍑超便器使用の場合：約 36.1 ㍑／日・人 

6 ㍑以下便器使用の場合：約 21.0 ㍑／日・人 

（4）年間削減水量：11,359 万人×（36.1－21.0）㍑／日・人×365 日＝624,826,205 ㎥ 

（５）年間 CO2 削減量：624,826,205 ㎥×0.59＝368,648t／年 

       ＊CO2 削減量（Kg）＝節水量㎥×0.59 
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